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 平成 17 年から石綿に

きな課題となり、平成

等に係る被害の防止の

改正する法律」が制定

平成 18年 10月までに施

ては、新築時に飛散の

（石綿。アスベスト含

使用することが禁止さ

則として石綿の除去が

繕・模様替え時にも修

除去することが求めら

がされます。つまり、ア

封じ込めや囲い込みの

ています｡さらに､アス

ストを 0.1 重量％を超

これらの状況・対策

に発行した「既存建築物

散防止処理技術指針・

した。長期間にわたり多

したが、昭和 63 年当時

れた指針であったため

及び診断手法に関する

た、参考資料１～３と

ミキュライト吹付け、

スベスト含有成形材等

した。【中略】 

なお、本書は、現時

正確を期して記述する

が、今後、各省庁で新

り、その場合は、新し

うお願いします。 
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まえがき 

 

よる健康被害に係わる問題が大

年 18 年 2 月に「石綿による健康

ための大気汚染防止等の一部を

されました。また、これにより、

行される改正建築基準法におい

おそれのある吹付けアスベスト

有吹付けロックウールも含む）を

れるとともに、増・改築時には原

義務付けられ、また、大規模修

繕・模様替えの該当部分は石綿を

れ、工作物も建築物と同様の規制

スベスト対策の基本を除去とし、

措置を一部で認める内容となっ

ベスト含有材料の定義も、アスベ

えて含む材料と強化されました。

を加味しながら、昭和 63 年６月

の吹付けアスベストの粉じん飛

同解説」の改訂作業を行ってきま

くの方々に利用されてまいりま

の技術的知見に基づきまとめら

、現在の状況を踏まえ、特に診断

部分を大幅に改訂しました。ま

して、パーライト吹付け及びバー

保温材・耐火被覆材・断熱材、ア

の処理についての情報を示しま

点での情報を基に、できうる限り

よう努力して作成したものです

たな基準、対策が生じる場合があ

い基準、対策をご参照いただくよ

ベスト技術指針等検討委員会 
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